
甲立古墳の歴史的意義と重要性を学ぶ
安芸高田の宝「甲立古墳」講演会
　2月20日（土）、甲立古墳が国の文化審議会から国史
跡指定の答申を受けたことを記念して、「甲立古墳」講演
会が開催され、会場には約350人が来場しました。
　講演では、甲立古墳の発掘調査の指導に最初から携わ
れた奈良文化財研究所の林

はやし

正
まさ

憲
のり

主任研究員が、古墳時代
前期の政権構造や甲立古墳の評価ポイントなどをわかり
やすく解説。最後には甲立古墳の活用方法についても話
され、「地域の宝である甲立古墳の活用を地域の方々が
考え、全国へ発信していくことで『国の宝』になる」と力
強く語りました。

安芸高田市のまちづくりを考える
吉田中学校　生徒議会
　2月12日（金）、吉田中学校２年生による生徒議会
が安芸高田市議会議場において開催されました。
　生徒議会では、学校の学習環境や交通の整備、市の
人口減少対策、若者定住についてなど9名が一般質問
を行い、浜田市長がそれぞれの質問に対して答弁を行
いました。また、生徒議会に出席した中学生は議長や
書記、広報といった議会運営の役職を持ち、それぞれ
が担う役割を行いました。厳粛な雰囲気の中、中学生
たちは普段生活をする中で気づいた点や、よりよいま
ちづくりのために考えた質問を堂々と発表しました。

実力派アーティストの共演！
岡本真夜コンサート

　2月28日（日）、クリスタルアージョにおいて「岡本真夜コンサート」
が開催されました。コンサートは2部構成され、第1部では三次市出身
シンガーソングライター佐々木リョウさんがギター1本で全6曲を披露
し、最後の曲では広島のローカルタレント西田篤史さんとのユニット曲
「マイガール」を熱唱しました。続く第2部では、岡本真夜さんが「大ス
キ！」「Alone」「TOMORROW」など1990年代のヒット曲を、ピアノ
弾き語りで会場をうっとりさせていました。岡本さんは、近々、幼き頃
からの夢だった、ピアニストとしてデビューされるそうです。
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プロの演奏を生で体感
広島交響楽団　音楽教室
　2月29日（月）、市内小学校5，6年生約500名を対象
にした広島交響楽団による音楽教室が開催されました。
　なかなか聞くことのできないプロの演奏。国内外で指揮
者として活躍される関

せき

谷
や

弘
ひろ

志
し

さんの指揮のもと、児童たち
はクラシックの名曲に静かに聞き入っていました。合間に
楽器紹介もあり、オーケストラを構成するさまざまな楽器
を知ることができました。「ラデツキー行進曲」では小田小
の丸

まる

田
た

凜
りん

さん、可愛小の二
にの

宮
みや

光
こう

くんが指揮者体験を行い、
堂々とした指揮に会場からは拍手が沸き起こりました。

選挙の大切さを学ぶ
県立吉田高校　市議会傍聴・選挙出前講座
　2月23日（火）、クリスタルアージョ小ホールにて吉田高
校2年生130名を対象に、市議会傍聴・選挙出前講座が開か
れました。高校生から「住民投票について」「首長選挙で同数
だった場合は？」といった質問がされ、選挙制度について理
解を深めようとする姿が印象的でした。その後、市議会本会
議をモニター中継で傍聴。講座の最後には、明るい選挙推進
協議会増

ます

田
だ

亮
りょう そう

会長から、「日本は民主主義の国、だから選
挙には大きな意味があります」とあいさつがあり、高校生に
限らず私たち大人でも、選挙の重みを感じる内容でした。

熱い神楽とあたたかい義援金
チャリティー神楽共演大会

　2月28日（日）、東日本大震災と広島市土砂災害
の被災地支援のためのチャリティー神楽共演大会が
八千代文化施設フォルテで開催されました。
　当日は梶矢・八千代・桑田天使・上河内・塩瀬神楽
団のほかに、島根県から井野神楽が舞を披露し、
会場いっぱいに詰めかけたお客さんを魅了しまし
た。また、特別出演の「十

と

輝
き

」と「Sweet woman's 
music」のライブも催され、素敵な歌声と演奏も楽
しむことができました。この大会により、今年は
47万1161円もの義援金が集められました。

「あきたかた物語」～第12章～
安芸高田市民フォーラム開催
　2月21日（日）、八千代文化施設フォルテにおいて、安芸高
田市民フォーラムが開催されました。ステージ発表は、ひの
川幼稚園児による和太鼓演奏と合唱が披露され会場を和やか
な雰囲気に包みました。パネルディスカッションは、コーディ
ネータにNPO法人ひろしまジン大学平

ひら

尾
お

順
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平
ぺい

学長と4名のパ
ネリストの方々で、～若者が興す我まち安芸高田～をテーマ
に討論が行われました。地域振興やまちづくりに若者が参加
するために何をすべきか？きっかけ作りや、若者の主体性を
引き出す仕掛けなど、さまざまなアイデアが出されました。
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